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Who am I?

http://data-assimilation.riken.jp/miyoshi/

大学卒業

↓
気象庁企画課 (2年)

↓
気象庁数値予報課 (1年3ヶ月)

↓
メリーランド大学大学院留学

(2年, M.S. and Ph.D.)
↓

気象庁数値予報課 (3年6ヶ月)
↓

メリーランド大学 (4年)
↓

理化学研究所 (3年+) http://tedxsannomiya.com/en/speakers/
takemasa-miyoshi/
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17:38:16 17:40:16 17:42:16 17:44:16

17:30:16 17:32:16 17:34:16 17:36:16
わずか10分で急変化するゲリラ豪雨

10 km
（高度）

（NICTより）



最先端のシミュレーション

©JAMSTEC・AORI (SPIRE Field3), RIKEN/AICS
Visualized by Ryuji Yoshida

(Miyamoto et al. 2013)

「京」による全球870メートル世界最高解像度のシミュレーション



cf. TEDxSannomiya
http://tedxsannomiya.com/speakers/takemasa‐miyoshi/

©JAMSTEC・AORI (SPIRE Field3), RIKEN/AICS
Visualized by Ryuji Yoshida





Raindrops in the air
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ビッグデータのソース

高精細シミュレーション次世代高精細観測

ビッグデータ

シミュレーション観測・実験データ

ビッグデータ



ビッグデータ同化

高精細シミュレーション次世代高精細観測

ビッグデータ

シミュレーション観測・実験データ

データ同化

ビッグデータ



“ビッグデータ同化”時代を先取り

シミュレーションの改善

高精細シミュレーション

次世代高精細観測

10年後の未来を見据えた
次世代技術のコラボレーション



革新的な超高速30秒更新天気予報

0
時間（秒）

10 20 30 40

観測データ
処理・転送

データ同化
計算

（4.5PFLOP）

30秒
アンサンブル
予測計算

（2.6PFLOP）

30分予測計算（1.6PFLO

30秒
アンサンブル
予測計算

（2.6PFLOP）

30分予測計算（1.6PFLOP）

データ同化
計算

（4.5PFLOP）

-10

観測データ
処理・転送

2GB2GB

~2GB

デー
計

（4.5P

~2GB

380GB2.5TB380GB 2.5TB

現在の毎時更新システムよりも

120倍高速



ビッグデータ同化によるゲリラ豪雨予測

わずか10分
！！！
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Phased Array Radar (2013/7/13, 14:00～16:20）

OSAKA BAY
Mt ROKKO

Mt IKOMA  NARA

 KOBE

 OSAKA

 KYOTO

10fps → 300x



30秒毎の観測データ (Miyoshi et al. 2016)



データ同化の結果
解像度1km
データ同化

実際の観測
データ同化

なし

(Miyoshi et al. 2016)

解像度100m
データ同化



データ同化の結果 (Miyoshi et al. 2016)

解像度1km
データ同化

解像度100m
データ同化

雨雪霰



誤差の時系列

データ同化 予測



30分後までの予測結果

10分後

20分後

30分後

(Miyoshi et al. 2016)



最新のSCALEモデルの結果

OBS100 M

(Lien et al. 2016)



最新のSCALEモデルの結果
Initial time 10-min lead 30-min lead

(Lien et al. 2016)



相互比較 (事例：7/13/2013)

Updated Fig. 6-2 of Miyoshi et al. (2016, Proc. IEEE)



2014年9月11日の朝

7:55

気象庁高解像度降水ナウキャスト
実況図

7:55の観測を
8時頃に確認



2014年9月11日の朝
8:00 8:05 8:10 8:15

背後に黒い雲が迫る。



2014年9月11日の朝
8:00 8:05 8:10 8:15

8:20 8:25 8:30 8:35

なんとか濡れずに到着。



2014年9月11日の朝

8:40 8:45 8:50 8:55

到着後すぐに土砂降りの雨



2014年9月11日の朝、ゲリラ豪雨
8:00 8:05 8:10 8:15

8:20 8:25 8:30 8:35

8:40 8:45 8:50 8:55



2014年9月11日の朝

7:55
7:55の観測を
8時頃に確認

この時点で予測は難しい！

気象庁高解像度降水ナウキャスト
実況図



2014年9月11日朝、ゲリラ豪雨



2014年9月11日朝、ゲリラ豪雨



2014年9月11日朝、ゲリラ豪雨



まとめと今後

“ビッグデータ”“ビッグシミュレーション”
空間的・時間的に桁違いな「ビッグデータ同化」を実現

2kmから100m, 1時間から30秒へ

ゲリラ豪雨を予測可能に、天気予報を革命


